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「
中
院
通
村
日
記
」（
元
和
二
年
二
月
）
を
読
む
│
│
解
題
・
翻
刻
│
│

は
じ
め
に

中
院
通
村
（
天
正
十
六
年
〈
一
五
八
八
〉
〜
承
応
二
年
〈
一
六
五
三
〉）
は
、
桃

山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
活
動
し
た
公
卿
で
あ
る
（
挿
図
１
）。

彼
は
、
中
院
通
勝
（
弘
治
二
年
〈
一
五
五
六
〉
〜
慶
長
十
五
年
〈
一
六
一
〇
〉）
と

細
川
幽
斎
（
天
文
三
年
〈
一
五
三
四
〉
〜
慶
長
十
五
年
〈
一
六
一
〇
〉）
の
養
女
│

一
色
左
京
大
夫
義
次
の
女
│
（
生
没
年
不
詳（

１
））
と
の
間
に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

中
院
家
は
、『
源
氏
物
語
』
を
家
学
と
す
る
な
ど
学
問
に
優
れ
た
家
柄
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
家
の
功
績
と
し
て
は
、
通
村
の
父
・
通
勝
に
よ
っ
て
著
さ

れ
た
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『
岷
江
入
楚（

２
）』
が
名
高
い
。
通
村
も
ま
た
、
父

の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
公
家
や
武
家
に
対
し
て
源
氏
講
釈
を
お
こ
な
う
な
ど
、

『
源
氏
物
語
』
へ
の
造
詣
が
深
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
通
村
は
、
こ
う

し
た
古
典
文
学
の
素
養
に
と
ど
ま
ら
ず
、
和
歌
や
書
な
ど
に
も
精
通
し
た
人
物

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
絵
画
作
品
に
添
え
ら
れ
た
詞
書
や
当

時
の
公
家
に
よ
る
日
記
、
な
ら
び
に
通
村
の
家
集
『
後
十
輪
院
内
府
集（

３
）』
の
存

在
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た（

４
）。
そ
し
て
、
本
論
で
取
り
上
げ
る
「
中
院

通
村
日
記
」
か
ら
も
、
や
は
り
彼
が
相
当
な
教
養
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

「
中
院
通
村
日
記
」
と
は
、
慶
長
二
十
年
及
び
元
和
元
年
〈
一
六
一
五
〉
〜

寛
永
十
四
年
〈
一
六
三
七
〉
ま
で
の
出
来
事
が
断
片
的
に
綴
ら
れ
た
通
村
自
筆

の
私
的
な
日
記
で
あ
る
。「
中
院
通
村
日
記
」
は
、
通
村
自
筆
本
の
他
に
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
と
宮
内
庁
書
陵
部
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
写
本
が
現
存
す
る
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
（
全
三
冊
）
は
、
明
治
十
七
年
五
月
に
中
院
通
富
（
文

政
六
年
〈
一
八
二
三
〉
〜
明
治
一
八
年
〈
一
八
八
五
〉）
の
蔵
書
本
三
冊
を
書
写

「
中
院
通
村
日
記
」（
元
和
二
年
二
月
）
を
読
む
│
│
解
題
・
翻
刻
│
│

出
光
佐
千
子　

長
松
希
世
子　

染
谷
知
佳　

伊
藤
万
葉

挿
図
１　
「
中
院
通
村
像
」
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
（
部
分
）
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し
、
京
都
帝
国
大
学
に
保
管
し
て
あ
っ
た「
中
院
通
村
日
記
」（
通
村
自
筆
本
か
）

に
依
っ
て
校
訂
し
朱
字
を
加
え
た
も
の
で
あ
る（
５
）。

通
富
蔵
書
本
に
は
寛
保
元
年

（
一
七
四
一
）
の
中
院
通
枝
（
享
保
七
年
〈
一
七
二
三
〉
〜
宝
暦
三
年
〈
一
七
五
三
〉）

に
よ
る
後
跋
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
一
六
七
三
）
に

書
籍
の
多
く
を
焼
失
さ
せ
て
し
ま
い
、
僅
か
に
残
っ
た
草
稿
を
家
臣
に
書
写
さ

せ
た
も
の
が
こ
の
三
冊
と
わ
か
る（

６
）。

な
お
、
通
村
自
筆
の
日
記
と
し
て
は
、
他

に
「
塵
芥
記
」、「
中
院
通
村
公
御
記
」、「
中
院
通
村
記
」、「
中
院
日
記
」、「
愚

記
」
な
ど
の
別
称
で
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
や
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
中
院
文
庫
所
蔵
の
日
記
の
一
部
は
京
都
大
学
貴

重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
本
は
、
東
大
史
料
編
纂
所
本
を
昭
和
七
年
六
月
に
書
写
し
た

正
確
な
写
本
と
考
え
ら
れ
、
全
頁
が
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
論

で
は
、
こ
の
宮
内
庁
書
陵
部
本
を
底
本
と
し
、
元
和
二
年
〈
一
六
一
六
〉
二
月

二
十
一
日
条
〜
二
十
三
日
条
の
途
中
ま
で
を
翻
刻
の
対
象
と
し
た
（
挿
図
２
、

３
、４
）。
こ
の
期
間
に
記
さ
れ
た
内
容
か
ら
は
、
通
村
が
朝
廷
や
公
家
、
さ
ら

に
は
武
家
や
文
化
人
と
い
っ
た
幅
広
い
階
層
の
人
物
た
ち
と
一
定
の
繋
が
り

を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
、
松
平
筑
前
守
利
光
（
文
禄
二
年

〈
一
五
九
四
〉
〜
万
治
元
年
〈
一
六
五
八（

７
）〉）
か
ら
源
氏
絵
制
作
の
依
頼
を
受
け
、

斡
旋
者
と
し
て
土
佐
庄
左
衛
門
（
生
没
年
不
詳
）
な
る
絵
師
と
や
り
取
り
を
お

こ
な
う
様
子
は
、
通
村
が
古
典
文
学
に
通
ず
る
高
い
教
養
水
準
に
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
桃
山
時
代
以
降
│
狩
野
派
を
筆
頭
と
し
た
漢

画
系
絵
師
た
ち
の
台
頭
後
│
も
、
源
氏
絵
制
作
の
中
心
に
は
土
佐
派
の
絵
師
が

お
り
、
こ
う
し
た
画
業
が
土
佐
派
の
存
在
意
義
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か

ら
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
土
佐
庄
左
衛
門
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
絵
師
で
あ
る
と
い
う

こ
と
以
外
、
実
像
は
詳
ら
か
で
な
い
。
な
お
、
河
田
昌
之
氏
は
本
史
料
に
散
見

さ
れ
る
「
土
佐
庄
左
衛
門
」
を
「
土
佐
勝
左
衛
門
」
と
同
一
人
で
あ
る
と
見
な

し
て
い
る（

８
）。

本
史
料
に
は
、「
と
さ
し
ょ
う
ざ
え
も
ん
」
と
読
め
る
絵
師
の
名

が
表
記
を
変
え
、
た
び
た
び
登
場
す
る
。
初
出
は
元
和
二
年
〈
一
六
一
六
〉
正

月
三
日
条
に
認
め
ら
れ
る
「
土
佐
勝
左
衛
門
」
で
あ
り
、
自
ら
制
作
し
た
扇
を

通
村
へ
進
呈
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
七
日
後
の
十
日
に
は
前

年
、「
土
佐
少
左
衛
門
」
が
源
氏
の
絵
巻
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
様
子
が
記

さ
れ
る
。
そ
の
後
は
、「
土
佐
勝
左
衛
門
」
あ
る
い
は
「
土
佐
庄
左
衛
門
」
と

い
う
名
が
繰
り
返
し
登
場
す
る
が
、
い
ず
れ
も
通
村
と
と
も
に
源
氏
絵
制
作
に

従
事
し
て
い
る
と
い
う
点
で
行
動
が
一
貫
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
河
田
氏
は

「
土
佐
庄
左
衛
門
」
と
「
土
佐
勝
左
衛
門
」
を
同
一
人
と
見
な
し
た
の
だ
ろ
う
。

表
記
に
差
異
が
あ
る
理
由
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
書
写
す
る
際
、
書

き
誤
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
元
和
二
年
〈
一
六
一
六
〉
と
い
う
年
号
と
土
佐
派
正
系
絵
師
の
生

没
年
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
土
佐
光
吉
（
天
文
八
年
〈
一
五
三
九
〉
〜

慶
長
十
八
年
〈
一
六
一
三
〉）
が
慶
長
十
八
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
佐

庄
左
衛
門（
勝
左
衛
門
・
少
左
衛
門
）は
世
代
的
に
光
吉
の
嫡
男
・
土
佐
光
則（
天

正
十
一
年
〈
一
五
八
三
〉
〜
寛
永
十
五
年
〈
一
六
三
八
〉）
の
時
代
に
あ
た
る
人
物

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
土
佐
姓
を
名
乗
る
絵
師
に
つ
い
て
は
、
室

町
時
代
末
頃
か
ら
頻
出
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
相
澤
正
彦
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
お
り（

９
）、

そ
も
そ
も
正
系
絵
師
で
あ
る
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
ま
た
、
光
則
は

俗
称
を
源
左
衛
門
と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も）

10
（

、
土
佐
庄
左
衛
門

（
勝
左
衛
門
・
少
左
衛
門
）
が
光
則
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
土

佐
庄
左
衛
門
（
勝
左
衛
門
・
少
左
衛
門
）
筆
の
作
品
に
つ
い
て
は
伝
承
作
品
を

含
め
、
現
時
点
に
お
い
て
一
点
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
後
研

究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
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「
中
院
通
村
日
記
」（
元
和
二
年
二
月
）
を
読
む
│
│
解
題
・
翻
刻
│
│

翻
刻

《
凡
例
》

　

一
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
昭
和
七
年
の
写
本
を
底
本
と
し
、
元
和
二
年
二

月
二
十
一
日
〜
二
十
四
日
途
中
ま
で
を
忠
実
に
翻
刻
し
た
。

　

一
、
使
用
漢
字
、
行
取
り
は
、
出
来
る
限
り
底
本
に
忠
実
に
翻
刻
し
た
。

　

一
、
本
文
お
よ
び
本
文
中
の
朱
字
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
底
本
と
な
っ
た

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
（
明
治
十
七
年
写
）
と
も
照
合
し
、〈　

〉
内

に
記
し
た
。

　

一
、
底
本
に
存
す
る
校
異
・
付
訓
・
注
記
な
ど
の
類
は
、
可
能
な
限
り
原
本

に
し
た
が
っ
て
忠
実
に
示
し
た
。

　

一
、
誤
写
と
想
起
さ
れ
る
箇
所
や
不
審
な
箇
所
に
は
、
右
傍
に
「
マ
マ
」
を

付
し
た
。

　

一
、
貼
り
込
み
な
ど
、
付
さ
れ
た
註
の
異
同
に
つ
い
て
は
後
掲
の
《
語
釈
》

に
含
め
た
。
ま
た
、
近
い
用
例
を
探
し
て
語
釈
に
加
え
た
。

　

一
、
翻
刻
の
あ
と
に
影
印
（
モ
ノ
ク
ロ
写
真
図
版
）
を
掲
げ
た
。

（
四
十
四
丁
オ
）

廿
一
日
晴
伴
勝
宣
来
自
江
州
昨
晩
上
洛
招
祐未

刻

斗

来

甫
終
日
言
談
午
刻
土
左
庄

左
衛
門
来
此
中
所
労
故
不
見
舞
云
々
又
源
氏
下
繪
為
催
促
也
松加

賀

宰

相

平
筑
前
守

利
光
歟
誂
也
今
日
常
夏〈
夏
〉三
ヶ
所
篝
火
二
ヶ
所
野
分
三
ヶ
所
令
付
下
繪
了
有
来

刀
磨トキ
也
刀
持
来
予
誂
刀
也
白
鞘
出
来
故
也
皮
者
奇
数
哥
也
不
足
〇言
是
作
事
等
也
予
直

之
遣
了
午
刻
斗
勅
書
到
来
明
日
御
製
也
御
文
箱
に
令
付

御
封
給
但
白
紙 

御
製
幷
仰
云

早
春
風
今霞

け

り
朝
よ
り
は
か今

朝

は
す
む
み
な
せ
の
山
風
の
心
の
と
け
き
春
も
し
ら
れ
て

　
　
　
　

く
る
春
の
朝
風
さ
む
み
つ
ゝ
む
に
も
霞
の
袖
に
あ
ま
り
て
そ
ふ
く

明
日
之
法
楽
の
愚
詠
可
然
様
に
添
削
候
て
可
給
候
頼
入
候
な
に
と
も
な
り
候
は
ぬ
故
む
き

と
し
た
る
事
な
し
先
如
此
候
返
〳
〵
よ
き
や
う
に
頼
入
候
腫
物
如
何
候
哉

　
　
　
　

二 

廿
一
日　

中
院
殿
へ　
　

御
折
帋
也
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（
四
十
四
丁
ウ
）

明折

紙

ニ

書

之

日
の
御
法
楽
の
御
製
拝
見
を
ゆ
る
さ
れ
候
参
拝
し
候
端
御
製
第
三
第
四
の
御

句
つ
ゝ
き
聊
所
存
御
さ
候
間

　
　
　
　

今
朝
よ
り
は
か
す
む
み
な
せ
の
山
風
に
と
は
如
何
可
有
御
座
候
哉
又

　
　
　
　

か
す
むみ

け

り
也
今
朝
は
み
な
せ
の
山
風
の
のさ
ら
にと
け
き
春
もを
し
ら
せ
て

空
に
し
ら
れ
て

是
又
如
何
御
座
あ
る
へ
く
候
両
様
叡
慮
次
第
被
相
空
候
て
可
然
候
歟
奥
御
製
是
又

結
句
少
よ
は
き
や
う
に
存
し
候
春
風
を
結
句
に
を
か
れ
候
て
第
二の
御
句
空
猶
さ
む
み

な
と
ゝ
は
御
座
あ
る
ま
し
く
候
哉
右
条
に
仰
の
趣
に
ま
か
せ
不
堪
の
所
存
書
付
候
事

憚
た
ゝ
よ
し
よ
く
〳
〵
御
心
え
候
て
御
ひ
ろ
う
候
へ
く
候
所
労
す
こ
し
後
強
候
へ
と
も

付
薬
出
面
躰
異
様
に
候
条
袛
候
候
て
言
上
仕
候
は
ぬ
よ
し
是
又
は
心
へ
候
て
は
ひ
ろ
う

候
へ
く
候
か
し
く

　
　
　
　

勾
當
内
待マ
マ

の
御
局
へ　
　
　
　
　

み
ち
村

（
四
十
五
丁
オ
）

御
使
先
返
之
少
時
以
青
侍
進
上
御
詠
草
留
置
候
予
文
更
入
文
箱
付
封
之
御
文

箱
別
進
上
之
文
の
う
ち
御
心
え
の
よ
し
被
仰
下
候
了
及
晩
儲
小
膳
祐
甫
与
九

勝
宣
庄繪

師左
衛
門
了
有
等
也
日
没
床
に
帰
候
了
招
右
金
吾
戌
下
刻
斗〈
許
〉入
来
及
半
夜

鐘
後
祐
甫
与
九
等
言
談
先
是
予
哥
進
状
於
長
橋
寺
得
叡
慮
之〈
之
〉御

不
案
内

な
か
ら
い
つ
れ
も
殊
勝
之
由
仰
也
仍
重
而
被
宣
下
之
給
こ
と
申
候
又
仰
云
不
御

斟
酌
之
由
重
而
仰
之
間
不
及
力
令
沙
汰
清
書
候
了

〈
許
〉

但
髪
は
灌

湯
斗
也

廿
二
日
晴
令
染
肩
衣
袴
等
長肩
衣
同
色袴
小
文　

カ
チ
ン

半
袴
小
文
カ
キ

ア
サ
キ

肩
衣
カ
キ
与
九
郎
今
朝
帰

橋
本
遣
於
使
者
良
庵

〈
通
〉

富
小
路
通　
　
　

三
条
通
下
町
云
々

祐
甫
来
庵
来
然
共
今
日
右
金
吾
等

遣
使
者
事
外
遅〈
遅
引
〉参
未
下
刻
斗〈
許
〉也
仍
不
令
講
之

玉
　
林
　
庵

教浄
福
寺
住
僧

傳
来
先
刻
遣
音
信
礼
也

但
予
女
中
等
年
頭
之
返
礼
也
予
ヨ
リ
蝋
燭
十
挺
従
女
中
杦
原
十
帖
遣
之
良
庵
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「
中
院
通
村
日
記
」（
元
和
二
年
二
月
）
を
読
む
│
│
解
題
・
翻
刻
│
│

（
四
十
五
丁
ウ
）

祐
甫
予
等
引
勘
韵
會
句
府
事
文
類
聚
等
観
智
院
入
来
自
昨
日
於
禁
中
為

前
大
樹
御
祈
禱
被
修
普
賢
延
命
法
奉
行
光
長
仍
出
京
在
水
無
瀬
亭
云
々

此
御
修
法
被
仰
出
於
竹
門
御
請
之
後
依
御
所
労
御
辞
退
仍

三
宝
院
准
后
被
仰
梨
門
是
又
御
辞
退
仍
三
宝
院
云
々

教〈
三
宝
院
准
后
〉

傳
帰
前
大
樹
弥
御
快
氣
之
由

語
之
教
傳
舎
兄
在
駿
府
号
伯
庵
外
科　

醫
師
也

儲
小
膳
観
智
院 〈

元
マ
ゝ
被
食
不
向
也
〉

被
食
予
良
佑
等

相
伴
候
了
日
没
少
以
前
観
良
帰
祐
少
時
帰
向
昌
琢
宿
所
云
々
明
日
駿
府
下
向

仍
可
見
舞
又
明
日
可
送
路
次
〇
〈
迄
〉罷
帰
者
可
参
之
由
申
之
申
下
刻
斗
自

禁
賜
聖
廟
御
法
楽
之
題
親
顕
同
賜
之
上
首
多
以
申
子
細
故
歟
包
紙
銘

承
慶
朝
臣

廿
三
日
朝
間
陰
自
已〈
巳
〉上
刻
許
雨
下
午
刻
許
歟
祐
好
入
来
明
後
日
於
竹

門
主
聖
廟
法
楽
哥
談
合
加
所
存
了
明
後
辺

舟
橋
領
也

従
躰
氷西

賀
茂
ノ
奥
也

室
へ
可
罷
越
云
々
南

（
四
十
六
丁
オ
）

禅
寺
語
心
院
廣
西
堂
誘
引
故
云
々
及
晩
祐
甫
来
繪
師
奥
以
来
少
時
蹴
鞠

儲
小
膳
日
没
後
奥
以
帰
及
鶏
鳴
与
祐
甫
言
談
祐
甫
石
川
主
殿
頭
源
氏
抄

書
之
明
星
抄
也
写
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
門
御
本
也
又
禁
御
寺
自
去
年
中
出
之

明
後
法
事
之
事
入
夜
中
遣
自

川
経
讀
誦
可
有
殖
聞
云
々
御
方
腫
物
所
労
是
加
養
生
可
来
云
々

廿
四
日
辰
刻
許
ゟ

〈
ヨ
リ
〉雨

降
依
明
日
先
考
七
回
忌
佛
前
盛
物十
八
合等

自
今
日
用
意

浄
福
寺
傳
應
教
傳

同
宿

廬
山
清
祐
等
来
予
招
之
巳
下
刻
許
教
傳
来
佛
前

等
之
事
取
沙
汰
也
今
朝
金
光
長
老
入
来
談
明
日
今
晩
侍
夜
之
事
等
去
十

一
二
日
之
比
猶
其
以
前
ヨ
リ
談
明
日
法
事
之
事
等
之
処
皮
寺
中
無
人
聲
明
等

稽
古
難
成
一
部
経
讀
経
可
然
上
之
由
被
申
之
間
可
然
之
由
答
之
抑
雖
為

先
考
御
忌
月
就
前
大
樹
御
不
例
御
見
舞
又
去
年
知
行
御
加
増
等
来
月

〈
此
御
修
法
…
ノ
　
　

割
註
ハ
元
本
ニ
テ

ハ
傍
注
ナ
リ
〉

〈
午
刻
許
歟
ノ
四
字
ハ

祐
好
入
来
ノ
傍
註
ナ
リ
〉

〈
兩
本
何
モ
謬
数
多
也
仍
互
令

  

見
合
之
〉

〈
来
月
ノ
二
字
傍
書

ニ
ア
ラ
ス
本
文
ナ
リ
〉
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挿
図
３ 　
同
書　
元
和
二
年
二
月
二
十
一
日
〜
二
十
二
日　
四
十
四
丁
ウ
ラ
〜
四
十
五
丁

オ
モ
テ/

（
五
十
二
カ
ッ
ト
）

挿
図
４ 　
同
書　
元
和
二
年
二
月
二
十
二
日
〜
二
十
四
日　
四
十
五
丁
ウ
ラ
〜
四
十
六
丁

オ
モ
テ/

（
五
十
三
カ
ッ
ト
）

挿
図
２ 　
「
中
院
通
村
日
記
」
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵　
元
和
二
年
二
月
十
九
日
〜
二
十
一
日

四
十
三
丁
ウ
ラ
〜
四
十
四
丁
オ
モ
テ/

（
五
十
一
カ
ッ
ト
）
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「
中
院
通
村
日
記
」（
元
和
二
年
二
月
）
を
読
む
│
│
解
題
・
翻
刻
│
│

《
語
釈
》

※
「
語
句　

字
義
（
辞
典
、
項
目
）
文
章
中
の
意
訳
」
を
記
載
。

【
四
十
四
丁
オ
モ
テ
】

勝
宣　

広
橋
兼
勝 

公
家
・
歌
人
〔
生
没
〕
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
十
月

二
十
二
日（
一
説
、
二
十
三
日
）生
、
元
和
八
年（
一
六
二
二
）十
二
月
十
八
日
没
。

六
十
五
歳
。〔
名
号
〕
本
姓
、
藤
原
。
名
、
兼
勝
。
一
字
名
、
喬
・
貢
。
法
号
、

後
是
称
院
照
月
快
寂
。〔
家
系
〕
広
橋
国
光
の
男
。
母
、
日
野
輝
資
の
女
。
子
、

総
光
。〔
経
歴
〕天
正
八
年（
一
五
八
〇
）参
議
、
従
三
位
。
慶
長
二
年（
一
五
九
七
）

権
大
納
言
。
元
和
四
年
、
内
大
臣
。
同
六
年
、
従
一
位
。
武
家
伝
奏
を
務
め

た
。
天
正
七
年
「
内
裏
歌
合
」
の
作
者
。〔
著
作
〕
白
馬
節
会
次
第
│
│
慶
長

六　

勧
修
寺
光
豊
公
文
案　

兼
勝
公
符
案　

慶
長
九
年
十
月
六
日
昌
琢
行
長
等

懐
旧
百
韻　

慶
長
五
年
八
月
七
日
杉
・
広
橋
大
納
言
等
何
人
百
韻　

慶
長
八
年

四
月
生
・
玄
仍
等
千
句　

西
咲
・
喬
等
緩
和
聯
句　

年
号
難
陳
詞
草　

文
禄
元

年
十
二
月
十
八
日
喬
・
匊
等
何
木
百
韻
（
国
書
人
名
辞
典 

第
四
巻
「
広
橋
兼
勝
」）

祐
甫　
生
没
年
不
詳
。
中
院
通
村
が
祐
甫
の
草
庵
へ
た
び
た
び
訪
れ
、
出
詠
し

て
い
る
こ
と
か
ら
通
村
の
友
人
か
つ
文
化
人
と
考
え
ら
れ
る
。

土
左
庄
左
衛
門　

生
没
年
不
詳
。「
中
院
通
村
日
記
」
に
記
さ
れ
る
「
土
佐
勝

左
衛
門
」「
土
佐
少
左
衛
門
」
と
同
一
人
か
。
通
村
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
源
氏

絵
制
作
に
従
事
し
て
い
る
絵
師
。

所
労　
病
気
。
わ
ず
ら
い
。（
角
川
古
語
大
辞
典「
し
よ
ら
う【
所
労
】） 

用
例
：

「
斎
院
長
官
（
源
）
為
理
、
日
来
所
労
有
り
て
参
院
せ
ず
」〔
御
堂
関
白
記
・
寛

弘
八
・
四
・
一
〇
〕

挿
図
４ 　
同
書　
元
和
二
年
二
月
二
十
二
日
〜
二
十
四
日　
四
十
五
丁
ウ
ラ
〜
四
十
六
丁

オ
モ
テ/

（
五
十
三
カ
ッ
ト
）

挿
図
２ 　
「
中
院
通
村
日
記
」
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵　
元
和
二
年
二
月
十
九
日
〜
二
十
一
日

四
十
三
丁
ウ
ラ
〜
四
十
四
丁
オ
モ
テ/

（
五
十
一
カ
ッ
ト
）
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利
光　
前
田
利
常 

大
名〔
生
没
〕文
禄
二
年（
一
五
三
九
）十
一
月
二
十
五
日
生
、

万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
十
月
十
二
日
没
。
六
十
六
歳
。
墓
、
加
賀
金
沢
宝
円

寺
、
ま
た
金
沢
野
田
山
墓
地
・
京
都
大
徳
寺
。〔
名
号
〕
本
姓
、
菅
原
。
松
平

氏
。
名
、
初
め
利
光
、
の
ち
利
常
。
幼
名
、
猿
千
代
・
犬
千
代
・
犬
千
代
丸
。

小
松
中
納
言
と
称
す
。
法
号
、
微
妙
院
一
峯
充
乾
。〔
家
系
〕
前
田
利
家
の
男
。

母
は
上
木
氏
。
兄
利
長
の
養
嗣
子
。
室
、
徳
川
秀
忠
の
女
珠
姫
。
子
、
光
高
・

利
次
・
利
治
・
利
明
。〔
経
歴
〕
加
賀
金
沢
藩
主
。
従
三
位
、
筑
前
守
・
肥
前

守
。
年
寄
前
田
長
種
の
も
と
で
養
育
さ
れ
、
一
時
加
賀
小
松
城
主
丹
羽
長
重
の

人
質
と
な
っ
た
。
慶
長
十
（
一
六
〇
五
）
利
長
の
致
仕
に
よ
り
襲
封
。
大
坂
冬
・

夏
の
陣
に
出
陣
。
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
長
男
光
高
に
家
督
を
譲
り
、
隠

居
、
同
時
に
次
男
利
次
を
越
中
富
山
藩
、
三
男
利
治
を
加
賀
大
聖
寺
藩
に
分
封

し
た
。
光
高
の
急
死
の
後
、
幼
少
の
綱
紀
を
後
見
し
た
。
将
軍
家
と
の
融
和
に

努
め
つ
つ
、
藩
制
確
立
の
た
め
の
諸
施
策
を
推
進
し
た
。〔
著
作
〕
大
坂
両
陣

日
記　

小
松
物
語　

前
田
利
常
書
状
写
（
国
書
人
名
辞
典 
第
四
巻
「
前
田
利
常
」）

常
夏　
『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
。
第
二
十
六
帖
。
十
七
巻
「
玉
鬘
」
の
並
び
の

第
四
の
巻
。
源
氏
が
玉
鬘
を
実
父
内
大
臣
に
会
わ
せ
て
み
た
く
な
り
、「
撫
子

の
と
こ
な
つ
か
し
き
色
を
見
ば
も
と
の
垣
根
を
人
や
た
づ
ね
ん
」
と
詠
ん
だ
歌

に
よ
る
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
と
こ
な
つ
【
常
夏
】」
□二
）
用
例
：「
と
こ
な
つ
（
＝

巻
名
ヲ
詠
ミ
込
ム
）
の
花
に
あ
し
た
の
露
は
な
し
」〔
源
氏
国
名
百
韻
〕

篝
火　
『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
。
第
十
七
「
玉
鬘
」
の
並
び
の
第
五
の
巻
（
第

二
十
七
帖
）。
巻
名
は
、
玉
鬘
と
、
和
琴
を
枕
に
し
て
臥
し
た
と
き
に
源
氏
が

「
か
ゝ
り
火
に
た
ち
そ
ふ
恋
の
煙
こ
そ
世
に
は
絶
え
せ
ぬ
ほ
の
ほ
な
り
け
れ
」

と
詠
ん
だ
歌
な
ど
に
よ
る
。（
角
川
古
語
大
辞
典「
か
が
り
び【
篝
火
】」□二
） 

用
例
：

「
篝
火
の
や
り
水
か
な
し
弾
く
琴
を
枕
に
し
た
る
夕
づ
く
夜
か
な
」〔
源
氏
巻
名

歌
〕

野
分　
『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
。
第
十
七
「
玉
鬘
」
の
並
び
の
第
六
の
巻
（
第

二
十
八
帖
）。
巻
名
は
「
の
わ
き
、
れ
い
の
年
よ
り
も
お
ど
ろ
〳
〵
し
く
」
な

ど
の
本
文
に
よ
る
。
野
分
見
舞
の
た
め
に
、
夕
霧
が
六
条
院
そ
の
ほ
か
を
回
っ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
の
わ
き
【
野
分
】」
□二
） 

用
例
：

「
野
分
ふ
く
小
萩
が
う
へ
の
紫
や
お
ほ
ふ
ば
か
り
の
袖
の
む
ら
雨
」〔
源
氏
巻
名

歌
〕

刀
磨　

刀
を
と
ぐ
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
を
職
業
に
し
て
い
る
人
。（
日
本
国
語

大
辞
典
「
刀
磨
」）
用
例
：
東
北
院
職
人
歌
合
〔
１
３
４
８
頃
か
〕
四
番
「
刀
磨
。

我
宿
の
砥
水
に
や
ど
る
月
影
の
あ
や
し
や
い
か
に
さ
び
て
み
ゆ
ら
ん
」

白
鞘　
漆
を
塗
ら
ず
、
白
木
の
ま
ま
の
鞘
。
普
通
、
朴
（
ほ
ほ
）
の
木
で
作
る
。

（
角
川
古
語
大
辞
典「
し
ら
さ
や【
白
鞘
】」）用
例
：「
白
柄
に
白
鞘
と
き
ん
頭
」〔
薩

摩
歌
・
上
〕

作
事　
漢
語
と
し
て
は
、
動
作
・
ふ
る
ま
い
の
意
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
さ
く

じ
【
作
事
】」）
用
例
：「
い
さ
さ
か
世
俗
の
能
芸
、
作
事
に
携
さ
は
ら
ん
輩
は
、

日
夜
さ
は
り
の
み
侍
て
」〔
老
の
く
り
言
〕

法
楽　
神
仏
に
、
和
歌
・
連
歌
・
俳
諧
、
芸
能
、
あ
る
い
は
武
芸
を
奉
納
す
る

こ
と
。
中
世
期
に
は
、
狂
言
綺
語
即
讚
仏
乗
の
思
想
や
和
歌
を
曼
荼
羅
と
み
る

思
想
か
ら
、
法
会
の
後
に
題
を
定
め
て
詩
歌
を
作
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
が
芸

能
に
展
開
し
、
仏
殿
の
前
庭
に
能
を
演
ず
る
こ
と
な
ど
が
法
楽
と
考
え
ら
れ
、
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「
中
院
通
村
日
記
」（
元
和
二
年
二
月
）
を
読
む
│
│
解
題
・
翻
刻
│
│

さ
ら
に
騎
射
の
よ
う
な
武
芸
に
も
及
ん
だ
。
な
お
、
読
経
・
講
経
の
こ
と
が
な

く
て
管
絃
の
み
で
仏
事
を
行
う
こ
と
は
管
絃
講
と
い
わ
れ
る
。（
角
川
古
語
大

辞
典
「
ほ
ふ
ら
く
【
法
楽
】
❸
㋺
）
用
例
：「
七
日
に
満
じ
け
る
其
夜
は
、
殊
更

聖
廟
の
法
楽
｛
ら
く
｝
に
備
べ
き
為
と
や
被
思
け
ん
…
玉
樹
三
女
の
席
を
弾
じ

給
ふ
」〔
元
和
整
板
本
太
平
記
・
一
三
〕

む
き　
そ
れ
に
か
な
う
風
を
い
う
。（
角
川
古
語
大
辞
典「
む
く【
向
く
】」□二
❷
） 

用
例
：「
是
よ
り
後
は
、
天
下
一
向
に
御
所
む
き
を
ま
な
び
け
る
也
」〔
正
徹
物

語
・
下
〕

【
四
十
四
丁
ウ
ラ
】

参
拝　
神
仏
等
に
詣
で
お
が
む
。（
大
漢
和
辞
典
「
參
拜
」）

こ
こ
で
は
、
参
朝
し
、
天
皇
に
拝
謁
す
る
こ
と
。

端　

書
籍
・
文
書
の
始
め
の
部
分
。
も
と
書
物
は
多
く
巻
物
で
あ
っ
た
か
ら
、

終
末
部
の
奥
（
お
く
）
に
対
し
て
い
う
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
は
し
【
端
】」
❿
）

用
例
：「
若
草
物
語
は
し
十
余
枚
よ
ま
せ
ら
る
る
」〔
言
経
卿
記
・
天
正
四
・
三
・

二
九
〕

今
朝
よ
り
は
…　
前
頁
の
勅
書
に
詠
ま
れ
た
御
製
「
早
春
風
…
…
」
を
、
通
村

が
添
削
し
た
も
の
。

叡
慮　
天
子
の
御
意
。
み
こ
こ
ろ
。
宸
襟
。（
大
漢
和
辞
典「
叡
慮
」）用
例
：〔
保

元
物
語
、
後
白
河
院
御
即
位
の
事
〕
叡
慮
計
り
難
し
。

相
空　

一
切
の
事
象
が
幻
の
よ
う
に
実
体
が
な
く
、
空
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

（
例
文
仏
教
語
大
辞
典
「
相
空
」）
こ
こ
で
は
、
歌
に
詠
ん
だ
「
空
」
と
い
う
語

に
仏
教
の
「
相
空
」
を
か
け
て
い
る
か
。

奥　
書
籍
・
文
書
の
終
り
の
と
こ
ろ
。
も
と
巻
物
で
、
表
紙
か
ら
見
て
、
奥
に

当
る
の
で
い
う
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
お
く
【
奥
】」
❺
）「
奥
よ
り
は
し
へ
よ
み
、

端
よ
り
奥
ヘ
読
け
れ
共
二
人
と
ば
か
り
か
ゝ
れ
て
、
三
人
と
は
か
ゝ
れ
ず
」〔
平

家
物
語
・
三
・
足
摺
〕

趣　
進
ん
で
行
く
方
向
。
様
子
。
あ
り
よ
う
。
次
第
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
お

も
む
き
【
趣
】」
❶
）
用
例
：「
そ
の
き
は
よ
り
下
は
、
志
の
お
も
む
き
に
し
た

が
ひ
て
、
あ
は
れ
を
も
、
わ
き
給
ヘ
」〔
源
氏
物
語
・
胡
蝶
〕

空
猶
さ
む
み
な
ど
と
は　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
に
は
「
な
ど
と
は
」
の
上

に
、「
よ
く
〳
〵
お
心
え
候
て
ひ
ろ
う
候
」
の
貼
り
込
み
あ
り
。

不
堪　
悪
条
件
や
能
力
の
不
足
な
ど
の
た
め
に
、
物
事
の
実
現
が
不
可
能
で
あ

る
こ
と
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
ふ
か
ん
【
不
堪
】」
❶
）
こ
こ
で
は
特
に
、
諸
道
・

諸
芸
に
お
い
て
、
そ
の
能
力
・
器
量
に
欠
け
る
こ
と
。（
同
項
㋺
）
用
例
：「
無

智
に
し
て
大
才
に
交
り
、
不
堪
の
芸
を
も
ち
て
堪
能
の
座
に
つ
ら
な
り
」〔
徒

然
草
・
一
三
四
〕

憚　
対
象
と
す
る
も
の
に
、
遠
慮
す
る
。
気
が
ね
す
る
。
障
害
を
意
識
し
て
事

を
行
う
の
を
差
し
控
え
る
意
を
表
す
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
は
ば
か
る
【
憚
】」〕

❷
）
用
例
：「
荒
た
る
や
ど
の
人
め
な
き
に
、
女
の
は
ゝ
か
る
事
あ
る
こ
ろ
に

て
、
つ
れ
〴
〵
と
籠
居
た
る
を
」 〔
徒
然
草
・
一
〇
四
〕
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面
躰　
顔
か
た
ち
。
面
相
。
ま
た
、
顔
面
。（
角
川
古
語
大
辞
典「
め
ん
て
い【
面

体
・
面
躰
】」）
用
例
：「
面
躰 

メ
ン
テ
イ
」〔
易
林
本
節
用
集
〕

候　
つ
つ
し
み
う
か
が
う
。（
大
漢
和
辞
典
「
祗
候
」
❶
）
用
例
：〔
魏
書
、
劉

休
賓
傳
〕「
文
達
詣
白
曜
、
詐
言
、
聞
王
臨
境
、
故
來
祗
候
。」

勾
當
内
侍　

官
名
。
後
宮
十
二
司
の
一
つ
の
内
侍
司
（
な
い
し
の
つ
か
さ
）
に

所
属
し
、
そ
の
三
等
官
で
あ
る
掌
侍
（
な
い
し
の
じ
よ
う
）
四
人
の
う
ち
の
第

一
位
の
も
の
。
も
と
は
典
侍
（
な
い
し
の
す
け
）
の
下
に
あ
っ
て
、
奏
請
・
伝

宣
は
で
き
な
か
っ
た
（
後
宮
職
員
令
）
が
、
の
ち
に
は
こ
れ
を
も
っ
ぱ
ら
受
け

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
常
に
内
裏
の
長
橋
（
な
が
は
し
）
の
か
た
わ
ら
の
局
（
つ

ぼ
ね
）
に
い
る
の
で
、
長
橋
局
（
な
が
は
し
の
つ
ぼ
ね
）・
長
橋
殿
（
な
が
は
し

ど
の
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
略
し
て
勾
当
（
こ
う
た
う
）
と
も
。（
角
川
古
語
大
辞

典
「
こ
う
た
う
の
な
い
し
【
勾
当
内
侍
】」
□二
）

【
四
十
五
丁
オ
モ
テ
】

青
侍　
（
青
い
袍
（
ほ
う
）
を
着
た
と
こ
ろ
か
ら
）
公
家
の
家
に
仕
え
た
六
位
の

侍
。
あ
お
ざ
む
ら
い
（
日
本
国
語
大
辞
典
「
あ
を
さ
ぶ
ら
い
【
青
侍
】」）
用
例
：

「
去
御
方
の
青
侍
其
身
は
し
た
な
く
て
、
い
や
ら
し
き
事
な
る
に
」〔
浮
世
草
子
・

好
色
一
代
女
・
一
・
一
〕

心
え
の
よ
し　

心
得
良
（
こ
こ
ろ
え
よ
い
）。
理
解
し
や
す
い
。
了
解
し
や
す

い
。（
日
本
国
語
大
辞
典
「
こ
こ
ろ
え
よ
い
【
心
得
良
】」）
用
例
：「
暦
家
に
は
は

や
う
心
得
よ
い
や
う
に
せ
う
と
云
ふ
て
、
退
数
で
か
ん
が
ゆ
る
ぞ
」〔
古
活
字

本
毛
詩
抄
・
一
二
〕

庄　
土
佐
庄
左
衛
門
の
こ
と
か
。

右
金
吾　

右
衛
門
督
（
う
ゑ
も
ん
の
か
み
）
の
唐
名
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
う

き
ん
ご
【
右
金
吾
】」）
用
例
：「
九
卿
は
則
ち
右
将
軍
実
資
、
右
金
吾
斉
信
…
霜

台
相
公
有
国
等
之
輩
」〔
続
本
朝
往
生
伝
〕

戌
下
刻　
午
後
九
時
ご
ろ
。

半
夜　
よ
な
か
。
夜
半
。
半
宵
。（
大
漢
和
辞
典
「
は
ん
や
【
半
夜
】」
❶
）
用
例
：

「
語
至
半
夜
。」〔
漢
書
・
陳
漫
年
傳
〕

半
夜
鐘　
半
夜
の
勤
行
の
時
刻
を
告
げ
知
ら
せ
る
た
め
に
、
寺
院
で
突
き
鳴
ら

す
鐘
。
漢
詩
に
詠
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
夜
半
の
鐘
の
意
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
中
国
で
も
古
く
か
ら
突
く
時
刻
に
関
し
て
諸
説
が
あ
る
。（
角
川

古
語
大
辞
典
「
は
ん
や
の
か
ね
【
半
夜
鐘
】」）
用
例
：「
五
天
到
日
應
頭
白
、
月

落
長
安
半
夜
鐘
。」〔
李
洞
・
送
三
藏
歸
西
天
國
詩
〕

言
談　

は
な
し
。
又
、
は
な
し
を
す
る
こ
と
。（
大
漢
和
辞
典
「
げ
ん
だ
ん
【
言

談
】」）
用
例
：「
禮
節
者
仁
之
貌
也
、
言
談
者
仁
之
文
也
。」〔
禮
・
儒
行
〕

長
橋
寺　
京
都
・
福
知
山
に
あ
る
臨
清
宗
妙
心
寺
派
の
寺
の
こ
と
か
。

叡
慮　
四
十
七
丁
ウ
ラ
を
参
照
。

不
案
内　
勝
手
が
知
れ
ぬ
こ
と
。
様
子
が
わ
か
ら
ぬ
こ
と
。
其
の
道
に
暗
い
こ

と
。
無
案
内
。（
大
漢
和
辞
典
「
ふ
あ
ん
な
い
【
不
案
内
】」）
用
例
：「
思
ふ
に
北
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「
中
院
通
村
日
記
」（
元
和
二
年
二
月
）
を
読
む
│
│
解
題
・
翻
刻
│
│

國
不
案
内
の
奴
原
に
ぞ
あ
る
ら
ん
。」〔
源
平
盛
衰
記
、
三
十
一
、
勢
多
軍
事
〕

【
四
十
五
丁
ウ
ラ
】

引
勘　

文
書
、
記
録
な
ど
の
参
考
資
料
を
参
照
、
勘
案
す
る
こ
と
。（
日
本
国

語
大
辞
典
「
い
ん
か
ん
【
引
勘
】） 

用
例
：
蜂
須
賀
侯
爵
所
蔵
文
書
‐
貞
観
一
〇

年
〔
８
６
８
〕
閏
一
二
月
二
五
日
・
大
宰
府
符
案
（
平
安
遺
文
一
・
一
六
一
）「
寺

依
牒
状
、
以
去
九
月
申
府
引
勘
図
帳
、
明
注
寺
家
田
也
」

韵　
漢
字
の
音
節
の
う
ち
、
頭
子
音
と
そ
の
次
の
半
母
音
と
を
除
い
た
部
分
の

称
。
古
く
は
二
百
七
韻
で
古
韻
ま
た
は
広
韻
と
い
い
、
の
ち
、
元
・
明
以
後
は

整
理
さ
れ
て
百
六
韻
と
な
り
今
韻
ま
た
は
平
水
韻
と
い
っ
た
。
別
に
、
声
調
の

類
似
に
よ
っ
て
平
・
上
・
去
・
入
の
四
声
に
分
類
さ
れ
、
上
・
去
・
入
の
三
声

を
平
韻
に
対
し
て
仄
韻
（
そ
く
ゐ
ん
）
と
も
い
っ
た
。
詩
作
の
と
き
に
は
、
そ

の
配
列
に
細
か
い
規
則
が
あ
る
。
平
安
後
期
に
は
、
こ
の
漢
詩
の
韻
字
を
和
歌

に
も
適
用
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
、『
古
来
風
体
・
上
』
に
は
、「
こ

の
近
き
こ
ろ
承
れ
ば
、
長
歌
に
も
短
歌
反
歌
に
も
韻
の
字
の
な
ど
申
す
な
る
、

い
と
み
ぐ
る
し
く
聞
え
侍
る
事
也
。
…
ま
こ
と
に
は
歌
に
は
何
し
に
か
韻
は
ま

こ
と
に
は
あ
る
べ
き
」
と
あ
る
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
ゐ
ん
【
韻
】） 
用
例
：
六

要
鈔 

一
・
総
序
釈 

「
文
類
者
、
広
韻
云
、（
略
）
類
下
聚
所
レ
明
二
其
教
行
証

一
文
上
故
也
」「
漢
家
の
詩
な
ど
申
す
物
は
、
そ
の
体
か
ぎ
り
あ
り
て
五
言
七

言
と
い
ひ
、
韻
を
お
き
、
声
を
さ
る
と
こ
ろ
〴
〵
か
ぎ
り
あ
る
う
へ
に
」〔
古

来
風
体
抄
・
上
〕

會
句　
複
数
の
人
が
集
ま
っ
て
作
る
句
や
句
会
で
の
作
品
の
こ
と
。

府
事　
業
務
・
事
務
。
こ
こ
で
は
會
句
に
お
け
る
業
務
の
こ
と
を
指
す
か
。

文
類　

経
論
な
ど
か
ら
大
切
な
要
文
を
書
き
出
し
て
整
理
し
た
も
の
。（
例
文

仏
教
語
大
辞
典
「
も
ん
る
い
【
文
類
】）
用
例
：
六
要
鈔
一
・
総
序
釈
「
文
類
者
、

広
韻
云
、（
略
）
類
下
聚
所
レ
明
二
其
教
行
証
一
文
上
故
也
」（
韵
會
句
府
事
文

類
聚
第
で
韵
會
句
な
ど
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
の
こ
と
か
）

観
智
院　
京
都
市
南
区
九
条
町
に
あ
る
教
王
護
国
寺（
東
寺
）の
塔
頭（
た
っ
ち
ゅ

う
）
の
一
つ
。
後
宇
多
天
皇
勅
願
の
二
十
一
か
寺
の
一
つ
で
、
杲
宝
（
ご
う
ほ

う
）
を
開
山
と
す
る
。
客
殿
は
桃
山
式
の
書
院
造
り
で
国
宝
。（
日
本
国
語
大
辞

典
「
か
ん
ち
い
ん
【
観
智
院
】）

光
長　
広
橋
総
光
（
天
正
八
年
〈
一
五
八
〇
〉
〜
寛
永
六
年
〈
一
六
二
九
〉）
の
次

男
、
広
橋
光
長
か
。

普
賢
延
命
法　

仏
語
。『
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
』
な
ど
の
説
に
基
づ
き
、
普
賢

延
命
菩
薩（
ふ
げ
ん
え
ん
め
い
ぼ
さ
つ
）を
本
尊
と
し
て
行
う
修
法（
し
ゆ
ほ
ふ
）。

繁
栄
・
成
長
・
安
産
な
ど
を
祈
る
。
四
十
九
の
灯
花
を
供
え
、『
寿
命
経
（
じ

ゆ
み
や
う
き
や
う
）』、
す
な
わ
ち『
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
』を
不
断
に
読
誦
す
る
。

『
諸
仏
集
会
経
』
の
説
を
も
合
わ
せ
て
採
用
し
、「
諸
仏
集
会
経
法
」
と
し
て

修
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
普
賢
延
命
法
日
記
・
承
暦
四
・
六
・
一
八
）。
ま
た
、
単

に
「
延
命
法
」
と
呼
ば
れ
る
修
法
も
あ
り
、
延
命
菩
薩
（
こ
れ
も
普
賢
菩
薩
の

異
名
の
一
つ
で
、
像
は
二
臂
）
を
本
尊
と
し
、
普
賢
延
命
法
の
略
式
の
法
と
い

え
る
が
、
別
の
修
法
で
あ
る
。『
普
賢
延
命
法
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
延
久
四
年

（
一
〇
七
二
）、
宇
治
殿
に
お
い
て
修
し
た
の
を
初
例
と
す
る
。
延
暦
寺
の
系
統

（
山
家
流
）
で
は
、
安
鎮
法
（
あ
ん
ち
ん
ほ
ふ
）・
熾
盛
光
法
（
し
じ
や
う
く
わ
う

の
ほ
ふ
）・
七
仏
薬
師
法
（
し
ち
ぶ
つ
や
く
し
の
ほ
ふ
）
と
と
も
に
四
箇
の
大
法
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（
だ
い
ほ
ふ
）
の
一
つ
に
数
え
る
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
ふ
げ
ん
え
ん
め
い
（
の
）

ほ
ふ
【
普
賢
延
命
法
】）「「
金
闕
に
壇
を
構
え
、
玉
躰
に
近
き
奉
て
肝
胆
を
砕
て

ぞ
祈
ら
れ
け
る
。
仏
眼
・
金
輪
・
五
壇
の
法
…
普
賢
延
命
の
法
・
金
剛
童
子
の

法
。
護
摩
の
烟
は
内
苑
に
満
ち
」〔
玄
玖
本
太
平
記
・
一
〕

水
無
瀬　
所
名
。
摂
津
国
島
上
郡
水
無
瀬
（
大
阪
府
三
島
郡
島
本
町
）。
時
に
山

城
国
と
す
る
も
の
も
あ
る
の
は
、
こ
の
地
が
両
国
の
境
界
で
時
代
に
よ
り
所
属

が
替
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
書
言
字
考
』
に
は
「（
水
）
無
瀬 

ミ
ナ
セ
〈
城
州
乙

訓
の
郡
、
摂
州
島
上
郡
〉」と
し
、『
十
巻
本
寛
平
菊
合
』に「
山
崎
の
み
な
せ
の
菊
」

と
見
え
る
な
ど
、
広
義
に
は
山
崎
（
や
ま
さ
き
）
の
一
部
で
あ
っ
た
。
平
安
前

期
か
ら
「
水
生
野
に
遊
猟
す
（
日
本
後
紀
・
延
暦
一
六
・
一
・
一
九
）」
な
ど
、
付

近
の
野
は
遊
猟
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
行
幸
も
多
く
あ
り
、
惟
喬
親
王
（
こ
れ

た
か
の
み
こ
）
に
は
「
山
崎
の
あ
な
た
、
み
な
せ
と
い
ふ
所
に
宮
あ
り
け
り
（
伊

勢
・
八
二
）」
と
い
い
、
貴
族
の
別
荘
も
あ
っ
て
、
逍
遥
の
地
で
あ
っ
た
。『
東

大
寺
封
戸
荘
園
并
寺
用
帳
・
天
暦
四
・
一
一
・
二
〇
』
に
「
嶋
上
郡
山
崎
水
成

庄
」
と
見
え
、
奈
良
時
代
以
後
東
大
寺
の
水
無
瀬
庄
が
あ
り
、
天
平
勝
宝
八
年

（
七
五
六
）
の
「
水
無
瀬
絵
図
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
中
世
に
は
後
鳥
羽
院
が

水
無
瀬
殿
（
み
な
せ
ど
の
）
を
営
み
、
そ
の
旧
跡
は
水
無
瀬
神
宮
と
し
て
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
み
な
せ
【
水
無
瀬
】
□二
）
用
例
：「
山

城
国
水
無
瀬
〈
或
は
広
瀬
と
も
云
、
山
崎
の
南
也
〉、
行
基
御
作
阿
弥
陀
仏
在
り
」

〔
康
富
記
・
文
安
元
・
八
・
一
九
〕

三
宝
院
准
后　
義
演
の
こ
と
か
。
安
土
桃
山
・
江
戸
初
期
の
真
言
宗
の
僧
。
醍

醐
寺
中
興
の
祖
。
二
条
晴
良
の
子
。
醍
醐
寺
第
八
〇
代
座
主
、
大
僧
正
と
な

り
、
准
三
后
の
宣
下
を
受
け
る
。
豊
臣
秀
吉
の
帰
依
を
受
け
、
三
宝
院
、
光
台

院
を
復
興
。
著
「
醍
醐
寺
新
要
録
」
な
ど
。
永
祿
元
〜
寛
永
三
年
（
一
五
五
八

〜
一
六
二
六
）

舎
兄　
漢
語
。
実
の
兄
。
元
来
は
自
分
の
兄
を
さ
し
て
い
う
語
で
あ
る
が
、
自

他
の
区
別
な
く
実
の
兄
を
い
う
の
に
用
い
る
。
舎
弟
（
し
や
て
い
）
の
対
。（
角

川
古
語
大
辞
典
「
し
ゃ
け
い
【
舎
兄
】）
用
例
：「
舎
兄
に
て
候
義
朝
計
こ
そ
て
い

た
く
防
ぎ
候
は
む
ず
れ
」〔
金
毘
羅
本
保
元
・
上
〕

駿
府　

所
名
。「
駿
河
府
中
」
の
略
。
現
在
の
静
岡
市
。
中
世
末
期
ま
で
は
府

中
（
ふ
ち
ゆ
う
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
近
世
に
な
っ
て
駿
府
の
称
が
一

般
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
代
、
安
倍
の
市
が
開
か
れ
て
栄
え
、
中
世
以
降

は
東
海
道
の
宿
駅
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
。
室
町
期
に
は
守
護
の
今
川
氏
が

こ
の
地
に
拠
っ
て
繁
栄
し
た
が
、
今
川
氏
滅
亡
後
は
武
田
氏
の
領
有
を
経
て

徳
川
氏
の
居
地
と
な
っ
た
。
家
康
（
い
へ
や
す
）
は
、
将
軍
職
を
子
の
秀
忠
に

譲
っ
た
の
ち
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
駿
府
城
を
修
築
し
て
こ
の
地
に

隠
退
し
、
江
戸
を
後
見
し
た
。
家
康
没
後
は
、
幕
府
の
直
轄
地
と
し
て
駿
府
城

代
が
置
か
れ
、
こ
の
地
の
一
般
行
政
・
警
衛
な
ど
を
つ
か
さ
ど
り
、
遠
国
奉

行
と
し
て
、
町
奉
行
が
置
か
れ
た
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
す
ん
ぷ
【
駿
府
】）
用

例
：「
今
日
駿
府
町
奉
行
彦
坂
九
兵
衛
尉
光
正
、
之
を
奉
行
す
」〔
駿
府
記
・
慶

長
一
七
・
二
・
二
三
〕

良　
良
佑
の
こ
と
か
。

祐　
祐
甫
の
こ
と
か
。

昌
琢　

人
名
。
連
歌
師
。
天
正
二
年
（
一
五
七
四
、一
説
天
正
三
年
）
‐
寛
永

十
三
年
（
一
六
三
六
）。
里
村
氏
。
名
は
景
敏
。
昌
叱
の
子
。
母
は
紹
巴
の
女
。
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「
中
院
通
村
日
記
」（
元
和
二
年
二
月
）
を
読
む
│
│
解
題
・
翻
刻
│
│

里
村
南
家
を
継
ぐ
。
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
法
橋
と
な
り
、
元
和
三
年

（
一
六
一
七
）
知
行
百
石
を
受
け
る
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
法
眼
と
な
る
。

多
く
の
一
座
に
臨
ん
だ
作
品
が
現
存
、『
昌
琢
句
集
』
が
あ
る
。
徳
元
・
重
頼
・

宗
因
ら
も
昌
琢
に
連
歌
を
学
ん
だ
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
し
や
う
た
く
【
昌
琢
】） 

用
例
：「
昌
琢
は
玄
仍
に
五
つ
六
つ
も
若
か
り
し
が
、
六
十
余
ま
で
寿
を
保
、

玄
仍
以
後
三
十
年
余
ひ
と
り
と
つ
か
さ
を
と
り
け
れ
ば
、
天
下
皆
是
に
な
び
き

て
其
風
を
学
ぶ
事
に
な
り
き
」〔
歌
道
聞
書
〕

宿
所　
漢
語
。
住
む
家
。（
角
川
古
語
大
辞
典「
し
ゆ
く
し
よ【
宿
所
】）用
例
：「
車

に
乗
つ
て
宿
所
に
帰
り
」〔
平
家
物
語
・
一
・
祇
王
〕

路
次　
道
を
行
く
途
中
。
道
す
が
ら
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
ろ
じ
【
路
地
】
➊
） 

用
例
：「
主
上
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く
、（
宰
相
通
任
ノ
伊
勢
差
遣
）
…
又
路
次
の

煩
を
致
す
べ
し
、
必
ず
事
の
謗
有
ら
ん
か
」〔
小
右
記
・
長
和
四
・
閏
六
・
一
〕

申
下
刻　
午
後
五
時
頃
。

聖
廟　
孔
子
を
祭
っ
た
廟
（
べ
う
）。
特
に
、
近
世
江
戸
湯
島
の
聖
堂
（
せ
い
だ

う
）
が
著
名
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
せ
い
べ
う
【
聖
廟
】）
用
例
：「
聖
庿
に
参

ら
せ
給
む
に
、
形
の
ご
と
く
に
も
其
礼
を
行
は
れ
ざ
ら
む
に
は
し
か
る
べ
か
ら

ず
」〔
折
た
く
柴
の
記
・
中
〕

親
顕　
北
畠
親
顕　

公
家
〔
生
没
〕
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
九
月
二
十
八
日
生
、

寛
永
七
年（
一
六
三
〇
）八
月
一
日（
三
日
と
も
）没
。
二
十
八
歳
。〔
名
号
〕本
姓
、

源
。
名
、
親
顕
。
法
号
、
高
照
院
桂
岳
了
空
。〔
家
系
〕
権
中
納
言
中
院
通
勝

の
次
男
。
左
中
将
北
畠
具
房
の
跡
を
相
続
。〔
経
歴
〕
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）

左
中
将
。
寛
永
四
年
、
参
議
、
同
七
年
、
従
三
位
。〔
著
作
〕
職
原
抄
愚
註
〈
寛

永
五
〉
南
朝
記
〈
元
和
二
〉（
国
書
人
名
辞
典
）

巳
上
刻　
午
前
九
時
頃
。

午
刻　
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
一
時
。

氷
室　

冬
季
氷
池
（
ひ
い
け
）
に
張
ら
せ
た
氷
を
切
り
出
し
て
、
夏
ま
で
貯
蔵

し
て
お
く
室
（
む
ろ
）。『
仁
徳
紀
六
二
年
』
に
闘
鶏
（
ツ
ゲ
）
の
氷
室
の
こ
と

が
見
え
、「
土
を
掘
る
こ
と
丈
余
、
草
を
以
て
其
の
上
に
蓋
く
。
敦
（
あ
つ
）

く
茅
荻
（
ち
す
す
き
）
を
敷
き
て
、
氷
を
取
り
て
其
の
上
に
置
く
。
既
に
夏
月

を
経
て
泮
（
き
）
え
ず
、
其
の
用
ゐ
る
こ
と
、
即
ち
熱
き
月
に
当
り
て
、
氷

（
＝
「
水
」
ニ
誤
ル
）
を
酒
に
漬
し
て
用
ふ
」
と
あ
る
。
奈
良
県
天
理
市
福
住
町

の
室
山
東
麓
に
あ
る
氷
室
遺
跡
は
、
都
祁
（
ツ
ゲ
）
の
氷
室
の
跡
と
い
わ
れ
る
。

令
制
で
は
主
水
司
（
も
ひ
と
り
の
つ
か
さ
）
が
氷
室
を
管
理
し
た
。
平
城
京
時

代
は
主
水
司
は
都
祁
の
氷
室
か
ら
氷
を
供
給
さ
せ
、
長
屋
王
邸
跡
出
土
の
木
簡

に
も
そ
の
運
用
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
平
安
京
に
移
る
と
、
運
送
に
不
便
を
増

し
、
山
城
な
ど
に
増
設
さ
れ
た
。『
主
水
司
式
』
に
は
山
城
国
葛
野
郡
徳
岡
、

愛
宕
郡
小
野
、
同
栗
栖
野
、
同
長
坂
（
土
坂
と
誤
る
）、
同
賢
木
原
、
同
石
前

（
松
前
）、
大
和
国
山
辺
郡
都
介
、
河
内
国
讚
良
郡
讚
良
、
近
江
国
志
賀
郡
竜
花

（
部
花
と
誤
る
）、
丹
波
国
桑
田
郡
池
辺
の
十
か
所
の
氷
室
が
見
え
る
。
氷
池
が

近
く
に
あ
り
、「
山
も
所
も
木
深
き
陰
の
、
日
影
も
さ
ゝ
ぬ
深
谷
（
謡
・
氷
室
）」

に
設
け
ら
れ
、
多
く
氷
室
明
神
が
祭
ら
れ
て
い
た
。
氷
室
が
地
名
と
し
て
残
っ

て
い
る
所
も
多
い
。『
小
野
宮
年
中
行
事
・
四
月
』
に
は
、『
主
水
司
式
』
を
要

約
し
て
「
同
日
（
＝
朔
日
）
主
水
司
始
め
て
氷
を
貢
る
事
〈
今
日
起
し
、
九
月

卅
日
に
尽
す
〉　

御
氷
を
供
す
る
者
、
四
月
一
日
に
起
し
九
月
卅
日
に
尽
す
と
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云
々
。
中
宮
東
宮
は
、
五
月
に
起
し
八
月
に
尽
す
。
斎
内
親
王
、
妃
夫
人
、
尚

侍
相
同
じ
。
雑
給
は
、
五
月
五
日
に
起
し
八
月
卅
日
に
尽
す
」
と
あ
り
、
時
代

が
下
っ
て
『
濫
觴
抄
・
上
』
に
は
「
氷
室
…
而
る
に
、
近
代
に
は
仰
せ
を
待
ち

て
始
め
て
供
す
る
歟
。
五
月
最
勝
講
の
比
、
之
を
供
す
と
云
々
」
と
あ
る
。
季

語
、
夏
。（
角
川
古
語
大
辞
典
「
ひ
む
ろ
【
氷
室
】）
用
例
：「
氷
室
の
在
所
あ
ま

た
あ
れ
ど
も
、
富
士
の
氷
室
は
い
ま
だ
見
及
ば
ざ
る
也
」〔
正
徹
物
語
・
下
〕

【
四
十
六
丁
オ
モ
テ
】

南
禅
寺　

京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
福
地
町
に
あ
る
臨
済
宗
南
禅
寺
派
の
大
本

山
。
山
号
は
瑞
龍
山
。
正
称
は
太
平
興
国
南
禅
禅
寺
。
亀
山
上
皇
の
離
宮
禅
林

寺
殿
に
は
じ
ま
る
。
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
無
関
普
門
を
開
山
と
し
て
禅
寺

に
改
め
、
龍
安
山
禅
林
禅
寺
と
称
し
た
。
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
後
醍
醐
天

皇
に
よ
っ
て
五
山
の
首
位
に
列
せ
ら
れ
、
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
に
は
足
利

義
満
に
よ
っ
て
京
・
鎌
倉
両
五
山
の
上
に
位
す
る
禅
寺
最
高
の
寺
格
と
さ
れ

た
。
石
川
五
右
衛
門
が
隠
れ
た
と
い
う
俗
説
を
も
つ
山
門
（
三
門
）
は
藤
堂
高

虎
が
寄
進
し
た
禅
宗
式
の
大
楼
門
。
国
宝
の
方
丈
は
も
と
清
涼
殿
を
移
築
し
た

大
方
丈
と
桃
山
城
の
遺
構
で
あ
る
小
方
丈
に
分
か
れ
、
狩
野
元
信
・
永
徳
・
探

幽
ら
の
襖
（
ふ
す
ま
）
絵
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
小
堀
遠
州
作
の
「
虎
の
子
渡
し

の
庭
」と
呼
ば
れ
る
方
丈
の
庭
は
国
名
勝
。（
日
本
国
語
大
辞
典「
な
ん
ぜ
ん
じ【
南

禅
寺
】【
一
】」）

語
心
院　
南
禅
寺
内
に
あ
る
頭
塔
。
現
在
、
南
禅
寺
慈
氏
院
に
併
合
さ
れ
て
い

る
。

石
川
主
殿
頭　

石
川
忠
総　

大
名
﹇
生
没
﹈
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
生
、

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
十
二
月
二
十
四
日
没
（『
系
図
纂
要
」
は
十
一
月
）。

六
十
九
歳
。
墓
、
京
都
本
禅
寺
。﹇
名
号
﹈初
め
大
久
保
氏
。
名
、
忠
総
。
通
称
、

宗
十
郎
。
法
号
、
忠
総
院
日
観
（『
系
図
纂
要
』
は
日
親
）。﹇
家
系
﹈
大
久
保
忠

隣
の
次
男
。
石
川
家
成
の
養
子
。
母
、
家
成
の
女
。﹇
経
歴
〕
近
江
膳
所
藩
主
。

主
殿
頭
、
従
四
位
下
。
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
元
服
の
際
、
徳
川
秀
忠
の
諱

字
を
受
け
、
忠
総
と
改
名
。
家
康
に
仕
え
、
同
五
年
、
大
久
保
を
改
め
石
川
を

称
す
。
同
十
五
年
、
祖
父
家
成
の
遺
領
を
相
続
、
同
十
九
年
、
父
忠
隣
の
事
に

連
座
し
て
駿
府
に
蟄
居
、
大
坂
冬
の
陣
の
戦
功
に
よ
り
許
さ
れ
た
。
元
和
二
年

（
一
六
一
六
）
豊
後
日
田
（
六
万
石
）
を
領
し
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
下
総

佐
倉
城
主
（
七
万
石
）
と
な
り
、
翌
年
、
近
江
膳
所
に
移
っ
た
。

〔
著
作
〕
石
川
氏
覚
書　

石
川
忠
総
覚
書　

石
川
忠
総
聞
書　

石
川
忠
総
留
書　

石
川
忠
総
日
記　

石
門
公
御
道
の
記　

日
田
紀
行

〔
参
考
〕
寛
政
重
修
諸
家
譜　

三
百
藩
藩
主
人
名
辞
典
（
国
書
人
名
辞
典
「
石
川

忠
総
」）

明
星
抄　
源
氏
物
語
明
星
抄
か
。

　

二
十
冊
。
注
釈
。
三
条
西
公
条
著
。
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
か
ら
同
十
年

の
頃
に
成
る
。﹇
成
立
事
情
﹈
公
条
は
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
か
ら
同
十
年

に
か
け
て
父
実
隆
の
『
源
氏
物
語
』
講
釈
を
聴
聞
し
、『
源
氏
聞
書
』
を
作
成

し
た
。
同
十
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
も
二
度
目
を
聴
聞
し
、
さ
ら
に
注
記
内
容

を
整
理
し
て
い
っ
た
。『
細
流
抄
』を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
の
講
釈
で
あ
る
だ
け
に
、

公
条
の
ノ
ー
ト
は
基
本
的
に
は
父
の
注
釈
を
継
承
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
公
条
は
『
聞
書
』
を
用
い
て
邦
高
親
王
邸
や
竹
園
伏
見
宮
の
御
所
で
講
釈

を
催
し
、
そ
の
折
々
の
メ
モ
や
新
た
な
注
記
を
、
自
作
の
『
聞
書
』
に
書
き
込

み
も
し
て
い
た
。
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
九
月
、
能
登
守
護
畠
山
義
総
か
ら

注
釈
書
の
依
頼
が
あ
っ
た
折
、
実
隆
は
初
巻
だ
け
は
『
桐
壺
愚
抄
』
と
し
て
作

成
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
下
の
巻
々
は
公
条
の
『
聞
書
』
を
清
書
さ
せ
て
送
付
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「
中
院
通
村
日
記
」（
元
和
二
年
二
月
）
を
読
む
│
│
解
題
・
翻
刻
│
│

し
た
。
公
枝
の
作
業
は
、『
聞
書
』
を
基
本
的
な
資
料
と
し
て
ま
ず
草
稿
本
を

作
り
、
実
隆
の
校
閲
を
受
け
た
う
え
で
清
書
す
る
と
い
う
手
順
を
踏
ん
で
い
た

よ
う
で
あ
る
。
数
巻
ず
つ
ま
と
め
て
は
送
り
、
全
巻
を
終
え
た
の
は
大
永
八
年

二
月
で
あ
っ
た
。
義
総
か
ら
天
文
二
年
二
月
に
、
先
年
の
注
釈
書
は
焼
失
し
た

と
の
理
由
で
、
ふ
た
た
び
書
写
を
求
め
て
来
た
。
そ
の
折
の
分
は
、
翌
三
年
一

月
に
完
成
し
て
い
る
。
公
条
は
、
講
釈
に
出
か
け
る
折
な
ど
に
は
、
能
登
送
付

用
に
作
成
し
た
草
稿
本
の
『
聞
書
』
を
も
っ
ぱ
ら
持
ち
歩
き
、
行
間
や
余
白
に

注
記
の
書
き
入
れ
を
し
て
い
っ
た
。
天
文
八
年
か
ら
同
十
年
の
こ
ろ
、
公
条
は

そ
れ
を
転
写
し
、
注
記
な
ど
も
整
理
し
て
新
た
な
注
釈
書
を
作
り
出
し
た
。
そ

れ
が
『
明
星
抄
』
で
あ
る
。﹇
諸
本
﹈
内
閣
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
本
な
ど
十

数
本
の
写
本
の
ほ
か
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
版
本
も
存
在
す
る
。
冊
数
は

不
統
一
で
版
本
は
二
十
冊
に
な
っ
て
い
る
。﹇
翻
刻
﹈
国
文
註
釈
全
書
（『
源
氏

物
語
細
流
抄
』）。（
日
本
古
典
文
学
大
辞
典　

第
五
巻
「
明
星
抄
」）

竹
門
御
本
也　
竹
門
様
か
ら
お
借
り
し
た
御
本
で
あ
る
。

辰
刻　
午
前
七
時
か
ら
九
時
頃
。　

先
考　
亡
く
な
っ
た
父
。
考
は
亡
父
。
先
人
。
先
君
。（
大
漢
和
辞
典
「
先
考
」）

中
院
通
村
の
父
・
通
勝
の
七
回
忌
の
こ
と
。

中
院
通
勝　

公
家
・
歌
人
〔
生
没
〕
浩
治
二
年
（
一
五
五
六
）
五
月
六
日
生
、

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
三
月
二
十
五
日
没
。
五
十
五
歳
。
墓
、
京
都
廬
山

寺
。〔
名
号
〕
本
姓
、
源
。
名
、
通
勝
。
幼
名
、
松
夜
叉
麿
。
一
字
名
、
菊
。

号
、
也
足
軒
。
法
名
、
素
然
。
法
号
、
竹
渓
院
前
拾
遺
黄
門
素
然
智
空
。〔
家

系
〕中
院
通
為
の
三
男
。
母
、
右
大
臣
三
条
西
公
条
の
女
。
子
、
通
村
。〔
経
歴
〕

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
参
議
。
同
七
年
、
権
中
納
言
兼
侍
従
、
正
三
位
。
翌

年
、
勅
勘
を
被
り
、
丹
後
へ
出
奔
、
同
十
四
年
、
出
家
。
慶
長
四
年
、
許
さ
れ

て
出
仕
。
伯
父
三
条
西
実
枝
に
和
歌
・
古
典
を
学
び
、
丹
後
で
は
細
川
幽
斎
に

古
今
伝
授
を
受
け
た
。
歌
道
の
奥
秘
を
極
め
、
古
典
の
研
究
・
注
釈
に
努
め
、

特
に
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
を
大
成
し
た
。〔
著
作
〕
伊
勢
物
語
古
今
和
歌
集

伝
授
切
紙
幷
一
字
秘
訓　

伊
勢
物
語
抄　

一
人
三
臣
和
歌　

御
会
始
和
歌
│
慶

長　

慶
長
千
首
〈
慶
長
一
〇
〉　

源
氏
物
語
秘
鈔　

源
氏
物
語
辨
…
（
中
略
）
…

〔
参
考
〕
公
卿
補
任　

日
本
古
典
文
学
大
辞
典　

国
史
大
辞
典　

京
都
名
家
墳

墓
録　

丹
波
人
物
志
（
国
書
人
名
辞
典
「
中
院
通
勝
」）

浄
福
寺　

京
都
市
上
京
区
笹
屋
町
に
あ
る
浄
土
宗
の
寺
。
山
号
は
恵
照
山
。

延
暦
年
間
（
七
八
二
〜
八
〇
六
）
奈
良
興
福
寺
賢
憬
の
創
建
。
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）
超
誉
の
入
山
後
、
浄
土
宗
を
兼
ね
た
。
鎌
倉
時
代
の
美
術
品
を

多
数
所
蔵
す
る
。
村
雲
寺
。
赤
門
寺
。（
日
本
国
語
大
辞
典
「
じ
ょ
う
ふ
く
じ
【
浄

福
寺
】〔
一
〕」）

註（
１
）
母
親
に
つ
い
て
は
細
川
幽
斎
の
孫
、
あ
る
い
は
女
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
最

有
力
と
さ
れ
て
い
る
養
女
説
を
支
持
し
た
。

（
２
）
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
成
立
。
全
五
五
巻
で
、
三
条
西
家
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
河

海
抄
』『
花
鳥
余
情
』『
弄
花
抄
』
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
注
を
集
成
し
た
も
の
。

（
３
）
通
村
の
代
表
的
な
家
集
と
し
て
知
ら
れ
る
。
後
水
尾
院
（
文
禄
五
年
〈
一
五
九
六
〉

〜
延
宝
八
年
〈
一
六
八
〇
〉）
の
奏
覧
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）
毎
日
新
聞
社
至
宝
委
員
会
事
務
局
編
『
皇
室
の
至
宝
十
二
』（
御
物 

書
跡
三
）、
毎

日
新
聞
社
、
一
八
五
頁
、
一
九
九
三
年
一
月

（
５
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
の
一
冊
目
の
奥
書
に
、
朱
字
で
「
京
都
帝
国
大
学
保
管
中
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院
通
村
日
記
ニ
依
リ
校
訂
朱
字
を
加
フ
」
と
あ
り
、『
国
書
総
目
録
』（
国
書
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）
掲
載
の
「
京
大
（「
塵
芥
記
」、
慶
長
二
〇
、
自
筆
、
一
冊
）（「
中
院
通
村

記
」、
慶
長
二
〇
・
元
和
元
・
二
・
寛
永
一
三
・
一
四
、
自
筆
、
五
冊
）（「
中
院
日
記
」、

元
和
二
・
三
、
自
筆
、
一
冊
）（「
愚
記
」、
元
和
九
、
自
筆
、
一
冊
）（「
塵
芥
記
」、
元

和
九
、
自
筆
、
一
冊
）（「
中
院
日
記
」、
寛
永
三
、
自
筆
、
二
冊
）（「
中
院
通
村
日
記
」、

寛
永
三
、
自
筆
、
三
枚
）（「
中
院
通
村
日
記
」、
寛
永
四
、
自
筆
、
一
冊
）」
が
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
京
都
大
学
貴
重
書
資
料
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ

に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、「
中
院
通
村
記
」（
慶
長
二
〇
・
元
和
元
・
二
・
寛
永

一
三
・
一
四
、
自
筆
、
五
冊
）
は
現
在
所
在
不
明
と
京
都
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
回
答

が
あ
っ
た
。

（
６
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
三
冊
目
に
は
、
通
富
蔵
書
本
の
後
跋
が
次
の
通
り
書
写
さ

れ
て
い
る
。

　

 　
「
此
三
冊
後
十
輪
院
前
内
相
府
通
一
（
材
）
公
御
記
也
／
寛
文
回
録
尓
書
籍
多
令
焼

失
云
々
惜
哉　

爰
此
御
草
稿
僅
残
集
之
命
家
僕
祐
寿
朝
臣
令
書
寫
畢　

深
秘
筺
底
可
禁

他
見
己
／
寛
保
辛
酉
孟
冬
上
澣
左
近
衛
権
中
将
源
通
枝
」

（
７
）
松
平
筑
前
守
利
光
は
前
田
利
常
の
別
称
。
加
賀
宰
相
で
あ
っ
た
。

（
８
）
河
田
昌
之
「
１
重
要
文
化
財
「
源
氏
物
語
手
鑑
」
再
考
」『
土
佐
派
源
氏
絵
研
究
』

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
、
二
〇
二
頁
。

（
９
）
相
澤
正
彦
「
土
佐
光
吉
再
評
価
│
も
う
一
つ
の
桃
山
絵
画
│
」
土
佐
光
吉
没

後
四
〇
〇
年
記
念
「
源
氏
絵
と
伊
勢
物
語
│
描
か
れ
た
恋
物
語
」
出
光
美
術
館
、

二
〇
一
三
年
、
一
五
〜
一
六
頁
。

（
10
）江
村
知
子『
日
本
の
美
術 

土
佐
光
吉
と
近
世
や
ま
と
絵
の
系
譜
』No.

五
四
三
、
ぎ
ょ

う
せ
い
、
二
〇
一
一
年
、
七
〇
頁
。

﹇
図
版
出
典
﹈

挿
図
１　

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
よ
り
転
載
（https://rm

da.
kulib.kyoto-u.ac.jp/item

/rb00033848

）

挿
図
２
、３
、４　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
転
載　

（https://doi.org/10.20730/100271110

）

〔
付
記
〕
本
稿
は
令
和
七
年
度
青
山
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
比
較
芸
術

学
専
攻
の
履
修
科
目
「
日
本
・
東
洋
美
術
史
（
２
）
研
究
Ⅱ
」
を
受
講
し
た
本

学
学
生
と
と
も
に
輪
読
し
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
書
の
書
誌
お
よ
び
翻

刻
に
つ
い
て
は
、
金
子
馨
氏
（
出
光
美
術
館
学
芸
員
）
に
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。


